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茨城県内調査に関する報告と予備的考察





















































う「しらす」とは通常期はカタクチイワシの幼魚（黒潮系）のことをいうが， 3 － 5 月
に限ってはコウナゴ（親潮系）を捕獲している。漁の時期は， 1 月を除く一年中である。
売り物の生食は獲れた当日のみ（翌日になるともう食べられない）で， 1 キロ 2 － 3 千
円と高価で取引される。漁業体験は2007年 5 月に開始したが，12月までの 8 ヶ月で体験
者は702人にとどまっている（2008年 1 － 3 月はゼロ）。当初は学生の団体が主であった
が，最近は農協観光などによりツアー化しつつあり，民宿分泊の形をとっている（ 1 ）。
次に，これまでに行った調査の経過についてまとめておく。
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らましについて話を聞いた。





























大津の御船祭は現在， 5 年毎に 5 月の 2 日， 3 日に行われている大津港地区の鎮守社，
佐波波地祇神社の祭礼である。筆者たちは2008年 9 月から2009年 8 月にかけて，北茨城市大
茨城県内調査に関する報告と予備的考察290
































同55年 3 月 1 日，国より記録作成等の処置を講ずべき無形民俗文化財に指定された
（市史上, 1988, 652）。
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2009年の御船祭りは，御船祭保存会主催で，漁業歴史資料館「よう・そろー」に保管・
展示される新造船を用い， 5 月 2 日， 3 日に開催された。これに先立ち， 4 月26日に「よ
う・そろー」から船が出され，御船置場に移された。また御囃子，お船歌の練習，祭り
のための諸々の準備が 2 月から始められた。
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写真 1 　 4 月26日　漁業歴史資料館「よう・そ
ろー」から御船を出す
写真 3 　 5 月 2 日　御船渡御の様子
写真 2 　 4 月26日　「よう・そろー」から出した御
船を御船置場に移す
写真 4 　 5 月 3 日　神船渡御にて，祝い綱を引く人




写真 7 　 御船に神輿を載せる。浴衣に裃姿で作業
をしているのは水主たちである。
茨城県内調査に関する報告と予備的考察294
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大津における水産品の品質向上を図る（市史下, 1987, 467）。そればかりではなく，明治













































































































































































































写真 8 　 世話人の背中。浴衣の下には思い思いに
華やかな衣装を着ている。
写真 9 　 世話人の背中。富士に龍をあしらった衣
装である。
茨城県内調査に関する報告と予備的考察
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注
（ 1 ） 調 査 は2008年 9 月10日， 9 月16日，2009年 2 月16～17日， 3 月 7 ～ 8 日， 4 月11日， 4




（ 2 ）2009年 2 月16日聞き取り。
（ 3 ）2009年 2 月17日聞き取り。
（ 4 ）2008年 9 月16日聞き取り。
（ 5 ）2009年 2 月16日聞き取り。
（ 6 ）2009年 8 月16日聞き取り。
（ 7 ）2009年 2 月17日， 3 月 7 日聞き取り。
（ 8 ）2009年 2 月16日聞き取り。
（ 9 ）2009年 3 月 7 日聞き取り。
（10）2009年 3 月 7 日聞き取り。
（11）2009年 4 月19日聞き取り。
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③　祝町
延宝から元禄期にかけて願入寺が建設され，「祝町」「岩船町」と呼ばれるようになる





























た藩主は居ない。天保 4 年（1833）には，少なくとも 3 月に 4 回， 4 月に 2 回， 5 月に
1 回， 6 月に 2 回大洗に遊んでいる。浜田を出発し，大串を過ぎて木下から大貫に入り，
茨城県内調査に関する報告と予備的考察

























































































平成 2 1990 大洗魚つり公園オープン
　　 4 1992 大洗サンビーチキャンプ場オープン・大洗マリーナオープン
　　 5 1993 大洗マリーナクラブハウスオープン
大洗町サイクリングターミナル新装オープン
　　 6 1994 大洗港新フェリーターミナルビル完成
　　 8 1996 大洗町観光情報センターオープン
大洗海岸「日本の渚・百選」に選定される
























イベント名 時期 開催場所 主催者
ISU茨城サーフィン
クラシック












大洗海上花火大会 7 月26日 大洗サンビーチ 大洗町観光協会・大洗商工会










































































































































































































に，東アジア諸国が工業国として急速な発展を遂げ，「アジアの 4 小竜」とか「 4 タイ
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成8年（1996）から取り組みを始め，平成12年にはその中核拠点となる「総合交流施設
マウントあかね」をオープンし，さまざまな活動を展開している。加えて，平成16年
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（ 1 ）加藤哲郎，「戦後日本政治と国際化 6 　国際化と政治」：http://homepage3.nifty.com/
katote/Kokusaika.html
（ 2 ）「異化」とは，見慣れた日常的なものを見慣れない非日常的なものに変える作用のことで，
1920年代のロシア・フォルマリズムで使われた用語。ロシア語では「オストラネーニエ
（ostranenie）」という。1970年代の象徴人類学の旗手であった山口昌男が，自著の中で盛
んに使った概念のひとつである。
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